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詳しくは製造産業部門まで 
 

基本的な感染症対策 ～ 一人ひとりの行動が、職場と仲間を守ります！ ～ 
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季節の変わり目は誰もが体調を崩しやすくなる時期です。また、今年は 8 月からインフル

エンザが流行し始め、罹患者数が例年同月に比べて 10 倍になっています。予防接種に

加え、日頃からの正しい生活習慣と衛生管理により、職場の衛生環境を保ちましょう。 

発熱・のどの痛み・咳・倦怠感がある

場合は、早めに受診・検査を。 

十分な睡眠やバランスの良い食

事、適度な運動などは免疫力の

維持・向上につながります。 

参考：厚生労働省 HP インフルエンザに関する報道発表資料 

予防が一番大事ですが、万が一罹患した場合には、安心して休養を取れる制度を整

えましょう。ＵＡゼンセンでは、『仕事と生活支援の取り組み』として私傷病時の労働条件改善に取り組

んでいます。 

➢ 年 10 日の病気有給休暇を制度化し、時間単位での取得を可能とする。または、失効年休積立制

度の適用事由に私傷病を追加する。 

ＵＡゼンセン・製造産業部門 

出社時や休憩前後、食事前やトイレ

の後などこまめに行いましょう。 

マスクの適切な着用、咳・くしゃ

みは腕やティッシュで覆うなど、

周囲への配慮をお願いします。 

参考：厚生労働省 HP インフルエンザに関する報道発表資料 
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（連載） 

どんな危険が考えられるでしょうか？ 

KYT（危険予知訓練）をイラストで紹介 

 

＜状況＞ 

あなたは酸素ボンベを転がして移動しています。 

 

 

●危険の捉え方（参考例） 

ボンベを転がしていて、手でささえていたキャッ

プがゆるみ（不安全行動） 

手が外れボンベが手前に倒れ（不安全状態） 

足に当たる。（現象） 

 

 

※これ以外にも危険がありますが、危険の捉え

方、表現の仕方を参考にどんな危険があるか、

探してください。 

 

（出典：中央労働災害防止協会） 

 

 製造産業部門では、各種情報をＥメール・ＵＡゼンセンメンバーズにて随時配信中です。 

各種活動内容、闘争・交渉の解決情報等をお知らせします。 

seizo@uazensen.jp 担当：澤登宛に「組合名、担当者名(役職)、登録するメールアドレス」をご連絡下さい。 

安全衛生通信は、毎月作成し「ＵＡゼンセン HP メンバーズ」に掲載しています。 

掲載場所：ＵＡゼンセンＨＰ→メンバーズ→本部・部門・都道府県支部→製造産業部門→労働安全衛生活動 

安全衛生に対する意識付けとして職場への展開をお願いします！ 

 

mailto:seizo@uazensen.jp

